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1は じめ に
筆者が最初に香港に関心をもったのは、インドネシア、 トラジャを訪れた際に立ち
寄ったランテパオの書店にて香港で働いていたという女性 に出会ったのが きっかけ
だった。マレーシアへ出稼ぎに行 くトラジャ人は珍 しくないが、香港 というのは初耳
だった1)。しか もその女性は、香港へ家事労働者として働 きに行ったのは 「神学校」
入学のためだったと言ったのにはさらに驚いた。出稼 ぎで得た資金を元手に市場で小
商いを始める者はそれほど珍しくない。 しか し資金を自分の教育のために投資する者
はきわめて珍しい。そうした新しい出稼ぎのスタイルに興味を覚えたことが、片言の
広東語 も知らない筆者を香港へと向かわせたのである。
こうした点に関心をもつに至った背景には、先に述べたことと繋がるもうひとつの
理由がある。それは社会的弱者 としての家事労働者像への疑問といって もよい。イ
ンドネシアでは海外に移民労働者として派遣 される人々を総称 して"TKI"(Tenaga
KerjaIndonesiaの略語。「インドネシア労働者」を指す)、とくに女性労働者 を指す
場合 には、"TKW"(TenagaKerjaWanitaの略語。「インドネシア女性労働者」)と
も呼ぶ。このインドネシア語それ自体には 「移動」を意味する語はないが、その語が
含意するところは、「海外へ向か う、派遣 される」労働者である。たとえば、韓国の
工場で働 くために出国する者たちも、"TKI"(「テー・カー・イー」と読む)と呼ばれる。
一方、"TKW"(「テー ・カー ・ウェー」と読む)と呼ばれる女性たちの場合、その多
くは家事労働者 としての派遣であり、時に介護労働者もそれに含まれる2)。インドネ
シアの新聞 ・メディアなどを通じて、"TKW"に関して頻繁に報道がなされるが、そ
の内容の大半は、彼女らが派遣先の雇用主から受けた暴力行為、不当な行為あるいは
派遣先の国における無慈悲な処罰に関わるものである。一方では 「外貨獲得の英雄」
などとおだてながら、他方で、必ずと言ってよいほど、弱 き存在、「犠牲者」である
ことを前面に押 し出して描き出すのである。実際、派遣先の国の多 くは、家事労働者
は 「住み込み」で働 くことが義務づけられている。それにより、寝場所が確保される
という面もあるが、いつも雇用者家族に監視され、昼夜を問わず仕事を命 じられやす
い、またハラスメントや暴力行為 を受けた場合でも逃げ場がないといったきわめて不
利な状況に置かれることになる。このような状況にあることを認めるならば、彼女 ら
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がつねに危うい立場にある事実を見失ってはならないむしろ当然である。けれ ども、
それだけでは家事労働者一般についての概括的な議論はできるかもしれないが、主体
としての個々の存在は見えてこない。また、果たしてそうした脆弱性についてのみ関
心を払 うことで、現代のインドネシア人家事労働者像を描き出せるのか という疑問が、
とくに香港で働 く彼女たちの主体的活動に関心を抱いた理由である。
なお、本報告のもととなった調査は、文科省科学研究費補助金基盤研究(B)に よ
る調査研究プロジェク ト 「東南アジアにおける人の移動 と帰還移民の社会人類学的研
究」(2010～2012年度、研究代表者伊藤眞)に より実現 したものである。ここに記
して謝意を表する。
皿 香港 と家事労働者
1背 景
今 日にまで続 く家事労働者が香港にやって来るのは、1969年、海外駐在員が同伴
したフィリピン人家事労働者が最初であったといわれる。1970年代になると、香港
人の家庭でもフィリピン出身の家事労働者が雇用 されるようになるものの、1974年
時点での外国人家事労働者の数はわずか881人であった。その後、1980年代 に入 ると、
新中間層の生長と女性の社会進出の拡が りとともに、家事労働へのニーズが高 まり、
1980年代後半 になると家事労働は国際労働市場における 「新商品」として急速にそ
のマーケットを拡大 していく3)。労働供給国 としては、 フィリピン、つづいてタイが
先行するが、1990年代以降インドネシアがそれに仲間入 りし、さらにアジア通貨危機、
スハル ト退陣を経た2000年以降になると、インドネシア人の急速な増加が 目立つよ
うになる4)。もちろんこうした外国人労働者の増加は、香港だけに限られるわけでは
ない。インドネシアからの海外出稼 ぎ労働者の受入国は、従来からのマレーシアに加
え、サウジ・アラビア、アラブ首長国連邦などの中東諸国、そしてシンガポール、台湾、
韓国といったアジアのNIEs(新興工業経済地域)へ と広がっていったからである5)。
そして2008年にはフィリピン出身者を抜いて、香港 における外国人家事労働者の半
数以上をインドネシア人出身者が占めるまでに至っている6)。つ ぎにILOからのプ
レス リリース記事を紹介 しておく。
「毎年、正規の書類 をもったおよそ70万人のインドネシア人移動労働者がより良い
収入を求めて海外へ行 く。行 く先は、中東、東南アジア、東アジアである。これら
の正規労働者のおよそ80%は家事労働者として働 く女性である。BNP2TKI(「イ
ンドネシア海外労働者派遣 ・保護庁」=筆 者注)の2008年データによれば、現在
430万人の正規雇用の労働者が海外で働いている。非正規の経路によるインドネシ
ア人労働者の数に関する信頼 しうるデータは存在 しないが、これまでの研究によれ
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ば正 規 の移 民労働者 の数 を はるかに上 回る と推 定 され る。」(ILO2010年12月17
日付 けプ レス リリース より)
表1イ ン ドネシアの国際移動労働者数1969-2007(出典 平野2009)
経済5ヶ年計画/年 目標数 送り出し数(人) 女性労働者数(人) 性比
第8次 経済計画
(2005-2009)
2007 ** 696,746 54a859 2&1
2006 ** 68α000 541,708 25.5
2005 ** 470,744 325,045 44.8
第7次経済計画 1999-20042β00,000 2312937 1.71405234.9
第6次経済計画 1994-99 1250ρ00 814352 503,980 61β
第5次経済計画 1989-94 50α000 651,272 442β10 47.2
第4次経済計画 1984-89 225,000 292262 198,735 47.06
第3次経済計画 1979-84 100,000 96,410 55,000 75.3
第2次経済計画 1974-79 非設定 1α052 3β17 320.5
第1次経済計画 1969-74 非設定 5,624 * *
表2公 式ルー トにもとつ くイン ドネシア移民労働者数2001-2007
年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
サウジ ・アラビア 99,224213,603171,038203,446150235307,42751,217
マ レーシァ 74,390152,68089,439127,175201,8872 0,098222,198
シ ンガポール 33,92416,0716,103 9,13125,0879,07537,496
香港 22,62220,4313,50914,18312,14313,61329,973
台湾 35,98635,9221,930 969 48,57628,09050,810
【表1】によれば、移民労働者数は、1974/79年か ら1999/2004年の間で、144倍も増
加 している。こうした全体的な増加傾向の中で女性移民労働者数も、1974/79年にお
ける3,817人か ら1999/2004年における1,714,052人と飛躍的に増加 している。こう
した女性移民労働者数の増加は、労働の女性化、家事労働の商品化に示 されるような
経済のグローバル化を通 して今 日まで続いている。
一方、【表2】は2001年以降の移民労働者数である。サウジ ・アラビアとマレーシ
アが断然多い。両国では、インドネシア人家事労働者に対する暴行事件が多発 してい
るにもかかわらず人権擁護などの観点からの法整備が決定的に遅れており、それを理
由に、インドネシア政府は2011年8月よりサウジ ・アラビアへの家事労働者の送 り
出しを中止する決定を行うに至っている。マ レーシアに対 しても法整備を待つ という
措置をとっている。ただ し、そうした事件が多発するにもかかわらず渡航者が多いの
は、両国ともイスラーム国であること、サウジ ・アラビアの場合、滞在期間を利用 し
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てメッカ巡礼を果たせるという期待感、さらに斡旋会社訓練センターでの待機期間が
短 く、かつ現地での給与か ら斡旋業者費用が天引 きされないことなどが理由として考
えられる7)。他方マレーシアの場合には、隣国という距離的な近さや同じマ レー系住
民が多数を占めるという同胞感情が作用していると考えられる。ついでに述べるなら
ば、マレーシアには正規ルー トによる渡航者数をはるかに上回る数のインドネシァか
らの密航者がいるといわれる8)。
現在、イン ドネシア人労働者が移住労働者 として向かう目的地は世界の68力国に
またがっているといわれるが、香港は、その中にあって労働条件に恵まれた目的地と
してもっとも好 まれる受け入れ国のひとつ といわれる9)。確かにその放任主義的政策
ゆえに、香港は他の受け入れ国には見言い出し得ない利点をもっている。第一にそこ
では外国人労働者に対 して結社の自由が保証 されており、外国人労働者組合の設立も
認め られている。第二に、週休が法的に保証されている。ただし、週休は雇用者側の
都合により、必ず しも日曜 日とは限 らない。第三に、外国人労働者の集会のために公
的場の使用が許されている。ヴィク トリア公園など公共的広場の利用は、大規模な集
会を開 く以外は自由である。また、講演会そのたの催 しのために公的施設の使用 も許
可制であ り、宗教 を問わず認められているlo)、などの諸点があげられるだろう。
つぎに、1997年に香港へやってきたというインドネシア女性の話 しを引用 してお
こう。
「私 は香港 に14年 前 の1997年にやって きま した。私の故郷 は東 ジャワのブ リター
ルです。19歳の ときに結婚 しま したが夫 は小作 で 自分 の田ん ぼが あ りませ んで し
た一 で も今 はあ ります け どね。結婚後、生活 が大変 で した。二人の子 どもがで きま
した。私 は他人の 田んぼで働 いたこ ともあ りま したが、仕事 が見 つか らない ことが
多か ったのです。要す るに、私た ちは非常 に貧 しか ったのです。私 が31歳 になっ
た と き、TKIと して海外で働 くことを決め ま した。斡旋 会社 に名 前 を登録 してか
ら仕事が見 つか るまで4ヶ 月 間待 ち ま した。私 が 目的地 として香 港 を選 んだのは、
ここで は外 国人労働 者が よ く保護 されてい ると聞い ていたか らです。仕事 を待 って
いる間、広 東語ll)を習 い ました。
1997年に私が香港 に到 着 した当時 は、香港 にも、 ここヴィク トリア公園12>にも
イ ン ドネシァ人 はそんなに沢 山はい ませ んで した。私 はヒン ドゥー教徒だ ったので
「ヒン ドゥー ・ダルマ ・イ ン ドネ シア」(HinduDharmaIndonesia)13)の会 員 にな
りま した。 この組織 は1996年に設立 され、会員 は58名 で した。休 日にはハ ッピー・
バ レーにあるヒ ン ドゥー寺 院14)をみ んなでお参 りしま した。」
この女性 の語 りからは、1990年代末期における香港のインドネシア人労働者の様
子が浮かんでくる。1997年は香港が中国に返還 され年である。その当時、まだイン
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ドネシア人の労働組合は結成されていないが、すでに出身地や宗教を基盤 とする組織
化が見いだされる。この女性が香港返還を意識 していたか どうかはわからないが、少
な くとも香港は労働環境が相対的に整備されているという認識をもっていたことはわ
かる。なお、筆者が日曜 日のヴィク トリア公園で この女性 と話す間、その傍 らでは
15人の若い娘たちがヒンドゥー舞踊の練習をしていた。聞 くところによると、近々、
「インドネシア労働者協会」主催の舞踊 コンテス トが開かれ、50近くの団体が参加す
るという。ヴィク トリア公園では、毎月必ずインドネシア人労働者の催 しが開かれる。
そうした機会には、公園中央にある 「芝生の広場」(インドネシア人たちはその場所
をそう呼んでいる)は、彼女 らによって埋め尽 くされる。
2香 港のヴィク トリア公園15)
香港のヴィク トリア公園は毎週 日曜 日、インドネシァから働 きにきた家事労働者で
あふれかえる。ヴィクトリア公園とは香港島東北部、銅鐸湾(CausewayBay)と呼
ばれる地区の一角にある公園のひとつである。公園正面入口にはヴィク トリア女王の
座像があり、その向かい側 には、香港中央図書館16)がそびえ立つ。公園はイギリス
統治時代の1957年に完成、19ヘクタールに及ぶ公園敷地内には、ウォーキング・コー
ス、テニスコー ト、バスケットボールコー ト、池、児童遊園地、高齢者向け健康器具
なども配備 されている。香港市民にとっては、朝夕の散歩、木陰での読書など、都市
の喧喋を忘れることのできる憩いの場所のひとつであるが、週末になるとその様子は
一変する。 というのは、公園はインドネシアからやって来たおそらくは、数千にも及
ぶ女性労働者によって埋め尽 くされ、「リトル ・イン ドネシア」が出現するからであ
る17)。
そこでは、公園の一角にシー トを敷 き、持参 した弁当を食べながら友人たちと談笑
する者、楽器を持参 し、グループで歌や踊 りの練習をする者、労働組合のメンバーに
よる学習会やコンサルティング、「ミニ図書館」 と称 して大きなカバ ンに書物をいっ
ぱい詰めて、本の貸 し出 しをおこなう者、はたまたマルチ商法の報告会を開く者、あ
るいは、同 じインドネシア人を商売相手に、弁当、アクセサ リーや衣類の販売を行 う
者までさまざまである。それは、商品交i換を第一 目的とするものではないが、大勢の
人びとが出会い、交換 し、交渉し合う場として 「バザール的状況」をなしていると言っ
てもよいだろう。
筆者がヴィク トリア公園を訪れたのは2010年3月以降のことなので、 もちろん、
そこで展開する様々な活動を十分観察しえたわけではない。しか し、この公園にやっ
て来るインドネシア人女性の中に見いだされる明るい表情、あるいはた くましさは、
きわめて印象的であり、なおかつ、人権を奪われ、虐げられた存在 といった一般に流
布 した家事労働者像を書 き換えるに十分なインパク トをもつものであった。以下の記
述は、そうした筆者のもった印象が必ず しも的はずれなものではなく、「マレーシア、
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台湾、香港の中で、香港が働 くのに一番よい」と語るあるイン ドネシア人家事労働者
の言に示 されるように、現在の香港が許容する一定の社会的 ・政治経済的な条件のも
とに生み出されるものだということを示唆したい。
ヴィク トリア公園は、香港に働 きに来る者ならば、まず最初に訪れる場所である。
筆者は、公園で一人ベンチに腰かけていた女性 に話しかけてみた。その女性は、中部
ジャワの出身で、香港に来る前は、台湾で働いたことがあるという。
「私は当初は台湾で働いていました。 ところが、母が危篤になった という報せがあ
り、一時帰国したところ、3年間の契約のはずが1年 間で解雇されてしまいました。
それで今度は香港に移 りました。台湾では香港のようにきちんと休 日が認められて
いませんし、インドネシア人の数は多いかも知れませんが、こんなに多 くのインド
ネシア人が集まる場所 もあ りません。ここは天国(surga)みたいです。私は電車
を4回 も乗 り継 ぎ、1時間もかけてここまで来ました。遠いので毎週来ることはで
きませんが、月に一度は来たいと思っています。まだ友達はできていません。でも、
す ぐにいい友だちができると思っています。」
この女性は、友だちをもとめてヴィク トリア公園にやって来る。後述する労働者作
家バニュ ・インサニの著作の中にも、斡旋所の訓練センターから香港に向かう友人に
「ヴィク トリア公園で会いましょうと誓い合った」 という記述がある。イン ドネシァ
女性労働者にとって、この公園が香港そのものを象徴する格別な意味をもっているの
である。
公園内で繰 り広げ られるパフォーマ ンスに注 目すると、先に述べた伝統舞踊、 タン
バリンを使ったイスラーム唱歌、あるいは、インドネシアン ・ポップを巧みなステッ
プを交えなが ら歌う者もいる。一方、服装にも一定のヴァリエーションが観察される。
気温の高い時期ならば、下はフィッ ト・ジーンズで、上 はTシ ャツもしくはブラウ
スを着用し、頭部をジルバブで覆う者はそれほど多 くはない。伝統的なイスラーム女
性の服装を身につけるのは、やや年長の女性に見 られるものの、 とにか くインドネシ
ア本土で見られるほど一般的ではない。もうひとつ特筆すべきなのは、ボーイッシュ
な服装をしたいわゆる 「トム ・ボーイ」(男装の女性)が かな りの頻度で観察される
ことである。ある者は、そうした出で立ちは一種の流行(トレンド)に過 ぎないと言い、
またある者は、彼女らの一部はレスビアン18)であると言 う。男装をした一人にそう
した服装をして雇用者に注意されないか と尋ねたところ、「雇用者は服装には無関心
です」と答えた。しかし、そうした 「トム・ボーイ」たちが故郷に帰るときには、「普
通の女性の服装」に戻るとも付け加えた。こうしたパフォーマンス、服装の多様性か
らも、彼女 らが解放感の中で溌刺 とした感情表出を行っていることが見て取れる。
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皿 香港におけるイン ドネシア人労働者の諸団体一女性労働者の組織化
香港 は、外 国人労働者 に結社 と政治行動 の 自由 を与えている例外 的存在 であ り、そ
れゆえに、さまざまな諸 団体が見 いだされる。香港 における家事労働者 は、法律 的に、
週休 日を与 え られているこ と、組合 を組織 する こと、公的場 でデモ をお こな うな ど集
団的政治活動 が認 め られている。つ ぎに代 表的な4つ の団体 を列挙 してお こう。
1)「イ ン ドネ シア移民労働者組合」(IMWU=IndonesianMigrantWorkers'Union)
「イ ン ドネ シア移 民労働 者組合 」 は、1999年に設立 され た最初 のイ ン ドネシア
人 に よる労働 組合 で ある。 この組 合 は2003年、香 港人 の組合連合 の一 つで あ る
香港職工組合連盟(HKCTU(HongKongConfederationofTradeUnion)に加 盟
している。IMWUの 主 たる 目的 は、労働 者 の権利 擁護 であ り、家事労働 者 にはた
んな る 「お 手伝 い」(Pe〃zbantu)ではな く 「イ ン ドネ シア人移民 労働者 」(buruh
migranIndonesiaもしくは略語 でBMII9)とい う)と しての意識 向上 を働 きか け、
さ らに労働 法2004年39号(「海外 イ ン ドネ シア移民労働 者の派遣 と保 護 に関す る
法律 」)の廃棄 を当面の 目的 としている。同法は、「斡旋会社 を保護す る ものであっ
て移民労働者のための もので はない」 と組合幹部 は主張す る。
2)「香 港 イ ン ドネ シ ア 移 民 労 働 者 協 会 」(ATKI-HK=AssociationofIndonesian
MigrantWorkersinHongKong)
この組織 は労働組合 ではな く、社 会的性格の もつ 団体(association)である。 同
団体 は2000年に当初11人 の メンバー によ り設立 され た。そ の指導 的存在 となった
人物 は、現在 も香 港在住 であ る。彼 女 は自分の経験 を次の ように語 っている。
「私が最初 に香港 に来 たのは1999年のこ とで した。まもな く雇用者 と問題 が起 こ り、
解雇 され、 自動 的 に住 む ところを失い ました。それで私 はシェルター をもとめ てベ
チュー ン ・ハ ウス(Bethune且ouse)訪れ ました。ベチ ュー ン ・ハ ウス は、 アジァ
移民 セ ンター というキ リス ト教系 のNGOに よって運営 され ていたので、 その利用
者 もその大半 がキ リス ト教徒 の フィリピン人で した。私 はムス リムで したが彼女 ら
か らいろいろな ことを学 び ました。そ して、あ るフィリピン人 アクテ ィビス トが私
に向かって、 イ ン ドネ シア人労働者 も組織化 しなければいけ ない と助言 して くれた
のです。私 はその翌年、 関心 を共有 する仲 間 とATKIを 設立 しました。」
この団体の発端が、イスラーム教徒 とキリス ト教 とが連帯することから始まってい
るのは、いかにも香港 らしいエ ピソー ドである。 この団体の主な活動は、個々人が抱
える雇用者や斡旋会社 との問題について個別に対応 し、カウンセリング、コール ・セ
ンターや話 し合いを通 じて問題を共有 し、解決に向けて一緒に行動することに重点を
置いている。メンバーは班単位に別れ、ヴィク トリア公園のほかいくつかの集会場所
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を もち、 そこで移動相 談所 を設け活動 を している。
3)「香 港 イ ン ドネ シ ア 人移 民 労 働 者 連 合 」(KOTKIHO=CoalitionofIndonesian
MigrantWorkersinHongKong)
2000年12月、 この連 合 は、 イ ン ドネ シア移民 労働 者 組合 の提 案 に もとづ き、
他 の6団 体 の加 盟 に よ り結 成 された。 す な わ ち、ForumKomunikasiMu'minat
PeduliUmat(FKMPU),YogyaInternationalClub(YIC),.4manah,Sanggar
Budaya,1吻セ〃3Taklim、PersatuanDakwahVictoria(PDV)であ り、翌年 にはさ
らにAlMubarokahとMar'atushSholihah..が加 盟 した。 この連合の特徴 は、加盟
団体 の名称 か ら想像 される ように、左翼 的な労働 組合 、イス ラーム諸団体、 さらに
は伝 統舞踊 グル ープ とが相並 んで加盟 してい る点であ る20)。この異種 混合 的な柔
軟性 は、街頭でのデモス トレー シ ョンにおいて も発揮 され、フィリピン、ネパ ール、
タイ、ス リ ・ラ ンカな どの諸 団体 とも協 賛 してお こなうこ ともある。 この連合 は、
しば しば教育 、文化的 フェス ティバ ルを開催す る。 また、突然解 雇 され寝場所 を失 っ
た労働者 のためのシェル ター と訓練 セ ンター をもっている。訓練セ ンターで は、土
曜 ・日曜を利用 して年 長のメ ンバ ーが英語 や コンピュー ター教 室 を開いてい る。
4)「不当請求 に対す るイン ドネシア人連合」(PILAR=theUnitedIndonesiansagainst
Overcharging)
この連合 は、「イ ン ドネシア人移民労働者協会」 の提 唱に もとづ き、2007年4月
に設立 だれた。当 日、16団体が参集 して ワー クシ ョップを開催、そのワーク シ ョッ
プ決議が本連合 を生 むこ とになった。16団体 の中 には、 イス ラーム諸 団体 や舞 踊
グループが含 まれ、さ らに2009年にはあ らたに7団 体 が加盟 した。 「ピラール」は、
イ ン ドネシア及 び香 港 にある斡旋会社 によって高額 の諸費用 が課せ られて いる こ
とと、そ う した制度 をイ ン ドネ シァ政 府が支 えてい る ことこ とに異議 申 し立 て を
行 ってい る。在 香港 のイ ン ドネシア領事館 が、労働期 間2年 未満 の イ ン ドネシア
人労働者 が斡旋 業者 を変更す るこ とを禁止 した通達(第2258号)を 発令 したと き、
ピラール はその通達 を取 り消 す よ うに イン ドネ シア政府 に要 求 した。 デモ とイ ン
ドネ シア領事館 との交渉 の末 に、 イ ン ドネシア領事館 はそ の通 達 を取 り消す こ と
に合意 した21)。
上にあげたのは香港においてインドネシア人が組織 した主要な団体 ・連合である。
こうした団体がインドネシア人労働者に対 して果たす役割は大 きい。インドネシア領
事館、あるいはより希ではあるものの、香港政府に対する団体交渉のほか、日常的な
啓発、教育、そ して娯楽活動をも含め、それらがインドネシア人労働者にとって社会的、
心理的な安寧効果を与えていることは間違いない。そして、注 目すべ きことは、これ
らの活動が香港で働 き始める以前は、団体的活動や政治に全 くといっていいほど無関
心な女性 らによって担われ、推進されていることである。先に見たように、ATKIを
香港、ヴィクトリア公園にて一 インドネシア人女性家事労働者とその可能性 一 17
組織 した女性リーダーでさえ、元はといえば何 も知らず、フィリピン系NGO団 体が
運営するシェルターに逃げ込んだことが きっかけであった。ある女性はこのように
語ってくれた。
「ジャワで暮らしていた頃は、政治的な事柄 はまったくわか りませんでした。む
しろ、政治というのは怖いものだと感 じていましたから、政治的活動をするなんて
なおさらです。いまでもそうした感情はあ ります。スハル トの時代には、政治的問
題に関わることは非常に危険だったことは知っていますよね。そのことはトラウマ
として残っていました。それで、香港にやってきたときも、政治的な問題に積極的
に関わっている労働者組織には、全 くといっていいほど無関心で した。で も、ある
とき、私は突然解雇されてしまったのです。 どうしたらよいかわからず、最後にシェ
ルターに行 きました。そこで私は友人から、この労働組合(IMWU)について教
えてもらったのです。そのときをきっかけに、私は自分たちが置かれている状況を
についてよく知ろうと意識するようになったのです。」
筆者に以上の体験談をして くれたのは、現在では、ヴィクトリア公園か ら徒歩5分
ほどのところにあるインドネシア領事館へのデモに際しては、しばしばその先導役を
務める、香港滞在歴7年 になるインドネシア人労働者組合の幹部である。そ して、彼
女 と同 じような話 を、組合メンバーから幾度 も耳にした。つまり、彼女 らの大半は、
故郷を遠 く離れたこの地において厳 しい現実に直面し、仲間となるべき人々と出会う
中で政治的な 「目覚め」を経験 したのである。組合活動に熱心な者との出会いは、彼
女に人間関係のみならず、彼女が置かれた社会的条件 を自覚するための重要な契機と
なっている。出会いを提供するのは、追い詰められた者どうしが集まるシェルターも
そのひとつであることはいうまでもないが、もうひとつ忘れてはならないのは、異国
からやってきた労働者たちが集まる場所である。どこの国でも、異国からやってきた
労働者たちはどこかに特定の参集の 「場」を作 り出す。香港の場合、そうした参集の
場所 としてもっとも吸引力のあるのが、ヴィク トリア公園なのである。
lVイ ン ドネシア人女性移民労働者の文学活動
インドネシア女性労働者のさまざまな活動に注 目した場合、 もう一つ忘れてなら
ないのは、彼女らが進めている文学活動である。フィリピン出身の家事労働者の中
には、専門学校、短期大学、あるいは大学卒業者 も見 られるなど高学歴の者が見い
だされるのに対 して、インドネシア出身者場合、その多 くが中卒、あるいは高卒程度
の学歴である。 したがって、インドネシア語で作文を書 くぐらいの執筆経験 しかもっ
ていない。けれども、彼女 らは実に多 くの著作物を出版 しているのである。香港で働
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くイン ドネシア人女性労働者の 間でい くつかの文学 グループが見 いだされる。 もっ と
も著名 で数多 くの会員 を もつ のは、 「フォーラム ・リンカール ・ペナ」(FLP=Forum
LinkarPena「ペ ンの輪 ・フォー ラム」 とい う意味で ある)で ある。先 に引用 したバ
ニ ュ ・イ ンサ ニ もFLPの 会員であ った。 また、「風 の劇場 」(TeaterAngin)とい う
15人前後 のメ ンバ ーか らなるグループ もある。後者のメ ンバー によれ ば、「FLPはム
ス リムであ ることを全面出すが、私た ちの場合 は労働者で あることを強 く意識 してい
る」 といって立場 の違い を強調 した。FLPの メ ンバ ー は、facebookなどを利用 して
書いた文章 を互い に添削 し合い、文章の研鐙 をはか ってい るという。 そのま とめ役 の
女性 は、「香 港 は他 の どこよ りも文学活動 が盛 んだ。 とい うの は、私 たちは毎週会 え
るし、イ ンター ネッ トも自由に使 える」 という。FLPの 会長 によれば、2002年以来、
イ ン ドネ シア移民労働 者 による著書がお よそ50冊 も刊行 されている22)。また毎月2回 、
日曜には、幾人かのメ ンバーが集 まって草稿 について議論す るときもある。彼女 らが
発 表するのは、詩、短編、あ るいはエ ッセイであ り、長編小説 は稀であ る。そ のテー
マ となるのは、愛、信 仰、家族、あ るいは異国 にあ って見聞 し、経験 した事柄 などで
ある。そ こには フィクション的要素 も加 えられてい るが、多 くの場合 において主人公
は香港 で働 く彼 女 ら自身である。出版 された著書の裏 には必ず とい って ほど、写真付
きの著者 プロ フィールが掲 載 されているが、そこには彼女 らの誇 らしさが感 じられる。
ここで二人の著者を紹介 しよう。
【バニュ ・インサニ(BayuInsani)1
バニュは中部ジャワに生まれた。18歳の とき近隣の村に住む男 と結婚するが、新
夫には定職がなかった。まもなく自宅が火災で焼け落ち、中にいた夫は、救急者で病
院に運ばれることになる。夫の入院費用は親族から借金してなんとか支払うことがで
きた。夫 との間に子 どもが二人できた後、夫が再び入院し、その治療費や子どもの学
費を捻出のためにバニュは海外に出稼 ぎに出ることを決意する。マレーシアで2年 間
働いた後、2005年に香港にやって来る。バニュは香港 に出発する前の斡旋会社の訓
練センター(待機所)で の生活について詳細に述べている。少々長いが彼女の記述23)
をしばらく追ってみよう。
「あるとき、海外派遣の仲介人がやってきて、再び海外に出稼 ぎに行かないかと勧
めました。私が再び出稼 ぎに出ない限り、私たちの借金を返す当てはありません。
夫は私が出稼 ぎに行ってもいいと言いました。でも私は、海外に行ったらもう二度
と愛する子に会えないのではないかと思い、恐 くもあったのです。でも結局は、子
どもには、学費のためにお母さんが働 きに出なければいけないことを説明して家を
出ました。」
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斡旋会社の待機所での生活
「待機所に着 くと事務所に連れていかれ、どの国に行きたいかと訊ねられました。
事務所の方では、私が以前にマ レーシアで働いたことがあるか らといってシンガ
ポール行きを勧め られました。で も私は、香港に行 きたいと言い、結局はそれが認
められました。で も、香港のことは何 も知 らず、ただ香港の方がシンガポールより
も給与が高いと思ったのがその理由で した。
待機所では、ジルバブ(ス カーフの一種=筆 者注)を はずす ように命 じられまし
た。また髪の毛 も短 く切るように言われ、非常に悲 しくなりました%)。最初の夜
は眠つかれず、わが子は今頃何をしているだろうかとそのことばか りを考えました。
当初は友人もおらず、寂 しかったのですが、まもなく私の気持ちを理解 してくれ
る友人ができ、親 しくなりました。また次第に友達 も増えてゆきました。待機所に
は非常にた くさんの人がいて、さまざまで した。私は自分 と考え方が近いと思われ
る人を友だちにしました。待機所には、香港帰 りの、 もう長いこと待機所にいるた
めか、あるいは、お金をた くさんもっているためか傲慢な女の人 もいて私は好 きに
なれませんでした。
待機所では、目的地についての授業、そこでの働き方について も、講習を受けま
した。仕事の仕方だけではな く、将来の雇用主とのコミュニケーションの取 り方に
ついてもみんなで一緒にやらされたので、学校時代の子どもに戻ったような気分で
した。でも、学校 といっても、ここでは香港語、つまり広東語の文法授業もあ りま
したからその点は小学校 とは違いますね。
好むと好まざるとに関わらず、待機所では連帯責任制で した。仕事では各人が、
料理、清掃担当などを分担 し、早朝の体操が毎日の日課で した。斡旋会社の事務所
を掃除する者、市場へ買い物に行 く者、調理する者、水浴び場の清掃、庭の掃除な
どの仕事がありました。こうした仕事を私たちは班ごとに一緒におこなったのです。
朝の当番が終わると、私たちは交代で水浴び場に入 り、そのあとで、朝食でした。
朝食が終わると、私たちはそれぞれ担任のいるクラスで授業を受けました。待機所
では、規律正 しくすることなど、多 くのことを学びました。
待機所では、予期し得ない不思議なことも起こりました。愚依現象(kesurupan)as)、
逃亡、それから金銭がなくなることもあ りました。日曜日には家族や友人と面会す
ることができたのですが、家族 と会うと無性に家に帰 りた くな りました。」
幸福な日
「友らと長い間待 った後、ついにjob26)の日がやって来ました。香港の婦人がやっ
てきて、私に家で仕事するように求めていると告げられました。仕事の内容は、二
人の娘の世話をするだけで仕事は非常に楽だということでした。その申し出に同意
すると、彼女は二つの条件を示 しました。第一は休暇問題で、月に2度の休暇のみ。
もう一つは給与問題で、標準以下 しか支払えないということでした。私はあまり長
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く考えることもなく、ずっと待機所でjobが来るのを待つ よりはよいだろうと思い、
署名 しました。ビザが降りるのを持ちながら私は祈 りました。すべてがうまく運び、
雇い主が私によくあります ようにと。
日を経るに連れ、待機所は同 じ目的をもつ友が増えていきました。毎 日、jobを
得て、ビザが降りて出発する者がいる一方で、新たにやって来るTKW候 補者の数
も増 してい くようでした。待機所にいた期間中、私を退屈 させなかったこととは、
日曜 日の家族 との面会は別にして、ビザが降りて出発が近い者がいると、彼女らを
驚かすための奇妙な催 しが必ずあったことです。それはバケツー杯の水を頭から浴
びせた り、水が淀んでいる池の中に放 り込むことでした。それを率先 しておこなう
のは、事務員と親しい者でとことんい じめた後、夜になると皆で出発する者の安全
をお祈 りしたのです。私も同 じ目にあいました、早朝、突然、池の臭い水をかけら
れました。みんな見て笑っているのですが、こちらは体中が臭 くなってたまりませ
んでした。そして、私と3人の友人のビザが降 りた時には、私は心の中で、神に感
謝しました。私が待機所にいたのは4ヶ 月間でしたが、なかには1年近 く待って も
ビザの降 りない者もいたのです。それどころか、jobが雇用者側によって何度 もキャ
ンセルされる者 もいました。
実際、その日私はどれだけ幸福に感 じたことでしょう。夕方には、私たちは互い
に祈 り合い、抱 き合って別れの挨拶をしました。近い将来、インドネシア人が集ま
る場所として有名なヴィク トリア公園で会うことを友人と誓い合いました。私はす
ぐに家族にもこのことを伝えました。子 どもと夫 もやって来て、旅立ちの挨拶の言
葉を交わしました。その翌日には私たちは待機所の本部があるジャカルタに移動 し、
出発の手続きを済ませるとともにメディカル ・チェックを受けました。」
以上は、バニュが香港に向けて出発するまでの語 りである。斡旋会社の待機所は、
概 して閉鎖的であ り、なかなか外部者の立ち入 りを許可 しない。そうした中で、バニュ
は精細ある記録 を残 しているのでここに紹介 した。次の記述は、同 じくバニュが香港
で働 き始めた家族 との生活記録 を要約 したものである。バニュは、雇用者の母親であ
るママと彼女 自身との感情の交流についても言及 している。
バニュの雇用者は妻 と二人の子 どもと一緒に暮 らしていたが、その雇用者のフラッ
トの向かいには、雇用者の母親(「ママ」)と未婚の子 どもたち、そして甥 を含めて
13人の男たちが暮らしていた。そ してバニュは、ママの料理の手伝いをするよう雇
用者か ら告げられる。心の中でこの仕事は契約書に書かれていないではないかと思い
つつ、斡旋業者か ら 「文句を言わず、言われた通 りにしなさい」 と教えられているの
で抵抗できず、ママを手伝い始める。 ところが、料理におけるママの動 きはとても俊
敏でそれについて行けない。ママは11種類 もの副菜を調理し、それを13枚の皿に均
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等に配分してい く。バ ンニュは、「ここには、年齢による上下関係などないのだ」 と
感心する。やがて、最初の契約が終了まであと数ヶ月という時になって、バニュは雇
用者から 「もう子 どもに手がかからなくなったから契約を延長するつもりはない」と
告げられる。そう言われて、バニュは一日中部屋で泣 きはらす。彼女はママと別れた
くない。数ヶ月後、彼女は解雇(terminated)される。彼女は、解雇されてから2週
間以内までには次の雇用者を見つけないと香港から退去 しなければならいという厳 し
いルールに直面する27)。
このバ ンニュの自伝的物語において、彼女は簡潔な文章で、ママとの感情の交流と
その突然の終結を綴っている。ママと気持ちが通じ合っても、そうした感情の永続性
は、雇用者一被雇用者 という関係の中では、なんら保証されないのである。
【メガ ・プリスティアン(MegaVristian)】
メガ ・ブリスティアンは西ジャワのタンゲランに生まれ、香港に17年間も生活 し
ている年長者の一人である(2012年現在)。彼女はこれまで数多 くの詩編、短編 を発
表 しており、彼女の作品の一部は、インドネシアを代表する全国紙 「コンパス」にも
数回取 り上げられたことがある。香港在住のインドネシア女性労働者の作家の中で最
もよく知 られた存在の一人といってよいだろう。彼女が詩作を始めたことについては、
次のようなエピソー ドがある。
香港で働 き始めてしばらくして、彼女は作品募集に応募 した。応募するにあたって、
彼女は自分の名前を出さずに、雇用者の名前を使った。やがてその作品が入選したと
いう知 らせが雇用者宅に届いた。まだ幼い自分の子どもの作品が入選したという知ら
せに最初は耳を疑ったが、やがてその作品がインドネシアからやって来た使用人メガ
のものだと知る、雇用者はメガの才能が伸びるように、彼女の執筆活動を支持するよ
うになった。メガには、コンピューターを買い与え、労働時間も楽にした。以来、メ
ガはずっとその雇用者宅で働いている。もはや雇用者の子どもは成長して手がかから
なくなったが、雇用者はそれに頓着することな く、メガとの雇用契約を延長 し、今日
に至っているという。
2009年、メガは若い仲間を誘って文学グループ 「テア トル ・アギン」(風の劇場)
を結成した。そして結成して2年 後に刊行されたのが「ヤムチャ」(飲茶)という、短編 ・
詩編のアンソロジーである。以下にメガによる短編 「人形とギア」を簡単に紹介 しよ
う。この短編において、メガは語 り手として登場する。
「ある日私は頭痛がするので、近 くの店に頭痛薬を買いに外出する。私が道路を
渡ろうとすると、見るからにインドネシアネシア人らしき女性が突然大きな少女人
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形を手渡 し、無言のままその場を立ち去る。私はあっけにとられるが、 しばらくす
ると、その女が再びやって来て、説明を始める。なぜ私に人形を手渡しかといえば、
道路を歩いていると向こう側に雇用者の婦人が歩いているのが見え、見つか りそう
になったか らだという。さらに、その女が続けて述べるには、その大きな少女人形は、
彼女と 「彼女の妻」との養子なのだともいう。香港においてレスビアンはそれほど
珍しくはない、その人形はその女と彼女のパー トナー との愛の証だったのだと私は
納得する。それから数日後、私はその女と再び会い、コーヒーショップで話をする。
女が抱える少女人形には、フリル付きの色鮮やかな洋服が着せ られていた。そこで
私は、最近、身近なインドネシア労働者の間で話題になっていたギアという男児の
ことを思い出す。ギアはまだ3歳 だが足元に足かせをつけられていた。誰 も世話を
する者がいないので父親が自分の子どもに足枷をつけたのだ。私は最後に自問する。
なぜ養女になった人形が綺麗な服を着ているというのに、その一方でギアはそんな
悲惨な環境に置かれているのだろうかと。」
この短編でメガはレスビアニズムから題材を得つつ、香港という環境で、虚構の愛
に生きる女と妻のいない夫とその幼児とを対比させている。メガの場合、元来が詩作
を得意分野とするだけに、体験的語 りというよりも 「文学的寓話化」の度合いが高い。
しかし、あるとき、メガに訊ねたところ、人形を持つ女は決 してフィクションではな く、
現実に存在したという28)。一方、香港で働 くインドネシア人女性におけるレスビアニ
ズムは、 もはやそれほど珍 しい現象ではない。facebookで女同士の関係 を公言して
いる者もいれば、あるいは、永遠の愛を誓って 「結婚式」をあげるケースもある29)。
しかし、こうした現象は、異郷にあって女たちだけの世界に暮 らす彼女 らがとりうる
状況的な生活戦略であると見なした方がよいだろう。というのは、そうしたレスビァ
ンのカップルも帰国すれば通常の性的志向に元に戻ることが一般的だか らである。
以上 は筆者 が入手 した限 り30)でのイ ン ドネシア人女性労働者 の作 品のご く一部 に
過 ぎない。書 くとい う作 業が 自己に内省の機会 を与 えることは確かであ ろう。書 くこ
との効用 は、労働組 合な ど諸団体 で も意識 されてお り、詩や短編 を募集 し、優秀作品
には賞状 ・賞品 を与える こともある。 さらにイ ン ドネ シア領事館で もそ うした作品 を
募 集 している。発 表する機 会は 自費出版に限 られず、エスニ ック ・メデ ィアと総称で
きる ような諸種 の媒体 、す なわちタブロイ ド型 の新 聞(週 刊 〉として は、"Suara"「声」、
"A
paKabar"(「お元気 ですか」)、"BeritaIndonesia"(「イ ン ドネシア通信」)、イス ラー
ム系 の月 間小 冊子 と して は4種(Noormuslima,Iquro,CahayaQu,Irsyad)、また台
湾 と香港 に在住 するイ ン ドネ シア人に よるHorizonとい う文芸誌 もある。 さ らに現代
では、 イ ンター ネッ トを活用 し、Webサ イ トに文章 を掲 載す る場合 も考慮 すべ きだ
ろ う。そ うした多 数の発 表媒体 が存在 する こと自体 が、発 信者 としての彼女た ちの存
香港、ヴィクトリア公園にて 一 インドネシア人女性家事労働者とその可能性 一 23
在を示す明確 な証 しとなっている。繰 り返 して強調するならば、彼女 らインドネシア
人移民労働者は、厳 しい環境の中で虐げられるだけの受動的な存在では決 してな く、
むしろ積極的な発信者であると言いうるのである。
V結 語 家事労働者の創造性 と未来への戦略
派遣先 となる国々は、たんに移民労働者たちが生計手段 を得るためだけにある場所
ではない。たとえば、そこでは人々と出会い、組織活動に参加し、自らの表現活動を
通 して、自己啓発 を行 う場 にもなっている。主体的な活動を通して自分自身が変わる
場をも提供 しているといってもよいだろう。そうした側面から、派遣先の国で起こり
つつある、ふたつの動 きについて述べておこう。
ひ とつはイ ン ドネシア政府がバ ックア ップす る 「オープ ン大学」(universitas
terbuka)など、教育に関わるここ1、2年の出来事である。海外 に居ながらにして高
校の卒業資格取得のための授業や大学卒業資格 を得るための教育機会が海外で働 く労
働者に対 して与えられるようになったことである。これは香港に限らず、シンガポー
ルでも実施されている。もうひとつは、帰国予定者を前提 にした 「起業家セミナー」
の開催である。いずれも、ネガティブに捉えれば、一定の現金所得 をもつインドネシ
ア移民労働者たちに狙いを定めた新 ビジネスという側面をもつが、労働者たちがそう
したビジネスを通 じて、あらたな夢を描 き出しているという意味において、ポジティ
ブな点をより評価 してもよいだろう。
実際、その多 くが経済的事情により道半ばで学業を断念せざるを得ず、あるいは進
学その ものの可能性を絶たれてしまった経験をもつ彼女たちにとって、祖国から遠 く
離れた地にあって働 きつつ、休暇の時間を利用 して再び勉学 し、卒業資格を取得する
ということは、非常に魅力的である。さらに大学資格については言 うまでもないだろ
う。大学の学位取得については、すでに10数年前か らフィリピン系の「セント・マ リー
大学」が香港 には存在 した。ただ、「セント・マ リー大学」の場合、そこで教鞭をと
るF氏 によれば、講義は平 日に開かれるため受講 しにやって来るのは、香港で結婚
する機会 を得た元家事労働者が大半で、その数 も多 くないという31)。これに対 して
「オープン大学」はインドネシアの国立大学であ り、日曜日に開講、しか もインターネッ
トによる授業もあるので、数百単位の受講生を得ているという。
一方、起業家セミナーについては、彼女らの帰国を促すインセンティブを与えると
ともに、まず、帰国後の生活の指針を与えるという意味で役立つだろう。折角貯蓄 し
た資金を新築経費や親の巡礼費用で一度に消費されてしまうことはしばしば聞かれる
話である。また、「家事労働」のノウハウをい くら積んでも、それを新 しい職業に生
かすとしたら斡旋業者の訓練センター(待機所)ぐ らいしかないといわれる。それよ
りも、「今度は自分たちがボスになる」 といった家事労働者側の野心と向上心に乗 じ
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て、起業を促すことは、彼女 らのもつ経済力を社会に還元 させるという効果をもつで
あろう32)。香港では2010年から 「チプ トラ大学」がホテルを会場にして 「起業家 コー
ス」を開設 している。大学といっても、こちらは 「セント・マリー大学」のように学
位取得を目的とするのではなく、一般講義とインターネットのオンラインで授業を進
めるという。しかし、初年度は900人、2年目には1000人に及ぶ登録者がいたことは、
家事労働者に対して強い吸引力をもつと考えるべきだろう。
こうしたオープン大学や起業家セミナーの登場は、家事労働者として海外に赴 くこ
との意味を変える可能性 をもち、派遣先の国のイメージをも変えていくかもしれない。
なぜ なら、故郷に踏みとどまり続けていたならば断念せざるを得ない教育の機会が、
ある国に行けば可能になるからである。そう考えると、冒頭に紹介した当初はきわめ
て例外的な行動のようにみえた トラジャ女性の選択は、むしろ時代の一歩先を進む行
動であり、決して例外的な行動には見えなくなる。 トラジャの地にとどまっている限
り学費を捻出できないために香港にやって来た彼女の行動は、たとえば故郷のジャワ
で勉学の機会を得 られず、香港で働 くことによってそれを可能にする女性 ときわめて
近似 しているか らである。そして、海外で働 きなが ら得 られる教育機会 という情報が
浸透するならば、そ うした機会を選択する者は必ずや増加するであろう。
最後 に香港 という労働の場について。筆者が本報告を 「ヴィク トリア公園」と題
したのは、その公園が果たしている多機能的な役割一すなわち、出会いの場、集会
の場、学びの場、踊 り歌 うパフォーマ ンスの場、売買の場、そして儀式の場 として
の役割 一が香港がもつ特徴 をよく表していると考えたか らである。香港の移民政策
を含めた環境条件の相対的な優位性 は、インドネシア家事労働者たちの可能性 を引
き出 し、文学活動に代表されるようなさまざまな創造行為を可能にしているが、こ
れは香港という環境だからこそ可能なのだろうか。筆者はそのようには考えない。
むしろ、香港 とい う環境条件、 とりわけ移民政策を受け入れ諸国にとってのデフォ
ル トとするならば33)、そこで働 く移民労働者は香港で働 く移民労働者 と同様の創造
性を発揮するをもつことができるのではないかと考える。その意味で、香港の有 り様
は今後の移民受け入れについてのひとつの方向性を示す といえる。次なる作業は、香
港の移民環境をより精査 していくことになるだろう。
注
1)そ の後、香港 での調査の折 、南 スラ ウェシ出身者(ト ラジャ人 を含 む)の 有無 について在住 のイ ン ドネ
シア人に訊ねたが、同地域 出身者 を知 る者 はいなかった。私 がラ ンテパ オの書店 で出会った女性は、実際、
きわめて珍 しい派遣先 を選んだ ことになる。
2)台 湾の場合 、 イン ドネ シアか らのTKWを 「介 護労働者 」 と して、一方香 港の場合 は 「家事 ヘルパ ー」
として受け入れる。ただ し、実際上の仕事 内容はいわゆる 「家事労働者」 と変わ りない。
3)家 事 労働 者の増加 は、香 港のみな らずシ ンガポールで も同様である。
4)1950-60年代、イン ドネシアにおける社会 的混乱 の中で、数多 くの華人系住民が イン ドネシアか ら帰還 し、
最 終的に は香港 に定着 した者が 多い。彼 らの 中には、イ ン ドネシア ・レス トランやイ ン ドネシア人向け
香港、ヴィクトリア公園にて一 インドネシア人女性家事労働者とその可能性 一 25
の雑貨店 を経 営 している者 が見出 される。 【Tan2011】を参照。
5)【安里2004】は、イ ン ドネシア人家事労働者 の雇用が増加 した一因 として、彼女 らへの給与が他国出身者
と比べ て低賃 金であった こと、そ こには斡旋業者 と結びついた政府の黙認があ った ことを指摘 してい る。
6)2010年3月、筆 者が在香港 イ ン ドネシア領事館 で得 た情報で は、2009年12月末現在 の在 留 イン ドネシ
ア人は145,000人、イ ンドネシア人労働者(TKI)は131,000人との ことであった。
7)ち なみ に香港 では、契約開始 か らは じめの7ヶ 月間は、給与 から渡航書費用 ・訓練 セ ンター諸費用 な ど
が天引 きされる。
8)南 ス ラウェシのパ レパ レ港か ら東 カ リマ ンタンに渡 り、ヌ ヌカンか らサバ州 に入 国す る者の大半 は密入
国者 である と言われている。 これについては 【伊 藤眞2009】を参 照。
9)た とえばシ ンガポール と比べ た場合 、シ ンガポールは2011年まで週休 を法制化せず、 また集会 、結社 の
自由は今 日に至 る まで認め られていない。 こう した労働条件 によ り、シ ンガポールか ら香 港へ労働 の場
を移 す者 はいて も、その逆はなかなか見出 しがたい。
IO)筆者 は一昨年 の12月、CausewayBayにある「SOGOデパ ー ト」の傍 らの道路に舞台 を設置 し演劇パ フォー
マ ンス をお こなってい るの を 目撃 した ことが ある。外国人労働者 たちが、年末 の人通 りの多い公 的空間
を一時的 に占有 し、そ こで 自分 たちの政治的 な主張、感情 を表 出する機会 をもつ こ とが可能 に している
の も香港 の 「放任 主義」の結 果 と言えるだろ う。
11)イン ドネシア人 が香 港で働 く場合 、事前 に広東語 の基礎 を学 んでお くことが香港側 の斡旋会社 の要 望に
よ り、義務づ け られている。
12)後述す るように、香港 島のCausewayBayにあ るヴィク トリア公園 は、 イン ドネシア人女性労働者 たち
が休 日に集 まる場所 として著名 である。 フィリピ ン人女性労働者 の場合、休 日には歩行者天国 となる ビ
ジネス街セ ン トラル(中 環)周 辺 に集 まる。 ヴィク トリア公 園にイ ン ドネ シア人が 集 まるようになった
背景 として、近 くにイ ン ドネシア領事館 がある ことが考え られる。
13)インドネシアにおいて国定宗教 として認め られた 「ヒン ドゥー教」の公式名称である。
14)ハッピー ・バ レーは コーズ ウェイ ・ベイか ら近い。 ここにヒン ドゥー寺 院があるか どうか未確認で ある。
他 のイ ンフ ァーマ ン トはその存在 を否定 した。
15)イン ドネ シア人の監督 ・女優 ロラ ・アマ リアによ り 「日曜 日の朝 ヴィ ク トリア公 園で」 と題す るイ ン ド
ネシア人女性 労働者姉妹 を ヒロイ ンにする映画 も制作 されている。
16)後に触れ る文学活 動に とって、 中央 図書館が近 くにある ことは非常に重要 である。なぜ なら、 そこでは
図書館設 置のコ ンピュー ターを 自由に使用で きるか らである。
17)ヴィ ク トリア公 園以外 で イン ドネシア人が集 まるのは、九龍側 にあるス ターフェ リー、そ してモ スクに
近 い九龍公 園である。但 し、参 集場所 についての正確 なマ ッピングは まだ行っていない。
18)香港 で働 くイン ドネシア人家事労働 者た ちは 「女 だけの世界」 を形 成 してお り、 そこではイ ン ドネシア
本 土 よりも高 い頻 度で レス ビアニズムが認め られる。 この点 については、 イン ドネシア本土の メディア
に も取 り上 げ られたこ とがある。
19)彼女 ら家事労働者 は、自分 のステータスを 自称 する場 合、 この語 を使用する。
20)Ming-yanLai(2010)は、 そ う した特 徴 を、「統 一 と連帯 にお け る差 異性 」"differenceinunityand
solidarity"と呼 んでいる。
21)この情報 は、「ピラール」が配布 したパ ンフレッ トの記載 に基づ いている。
22)"KataPengantar"p.iii,inBayuInsani&IdaRaihan2010TKVVMenulis,merekasnjabisa,kenapaAnda
が吻 ろ々Leutika,Yogyakarta.
23)2011年夏、筆者 は香 港で彼女 と会 うこ とがで きた。彼女 か らは記述が実際 の体験 に もとつい ているこ と
を確 認 した。その後、彼 女は イン ドネシアに帰 国 し、香 港での収入 を資金 として ジ ョグジ ャカルタ近 郊
に雑貨店 を開いている。
24)筆者 が訊いた 限 りでは、 どこの訓練 セ ンターで も同様 の扱い を受 ける ようで ある。彼 女 らはここで、女
性性 とイス ラームであるこ との尊厳 を傷 つけ られ、「労働商品」 になるように馴化 されてい くのであ る。
25)一種 のヒス テリー症状 であろう。抑圧的 な集 団生活 を強 い られた状況下 で起 きている点は、かつて アイワ・
26 香港、ヴィクトリア公園にて一 インドネシア人女性家事労働者とその可能性 一
ウ ォンに よって 「抵抗の精神」の現 れである と記述 されたマ レーシアの 日系 工場で起 きた集団 ヒステ リー
現象 との共通性 が認め られる。
26)海外 に派遣される仕事 をバ ニュは`'job"(「業務」)と呼 んでいる。訓練 セ ンターでの慣 用的に用 い られる
語 である。
27)香港 にお いて雇用者 が契約終 了の数 ヶ月前 にバ ニュに解雇 を伝 え たのは、何 ら問題 の ない行 為であ る。
契約 終了直前 になって解雇 を申 し渡 され ると、つ ぎの雇用者 を見 つけ出す余裕 を与 え られ ないまま帰国
しなければな らな くなる。 この通称 「2週間ルール」 は労働者 にとって悪 しき規則 である と見な されてお
り、契 約延長が微妙 な時期 に入る と、彼 女たちは非常に神経質にな らざる を得 ない とい う。
28)そう言 われて ヴィク トリア公 園を眺 めてみる と大 きな人形 を抱 えた女性 労働 者を数人 目撃 した。 ただ し、
これがイ ン ドネシアネシア人 レス ビア ンにおける新たな 「民俗 」になっているか どうかは定かでは ない。
29)Sim,Amy2010を参照。
30)家事 労働者 による諸作品 は、香港 の書 店 はい うまで もな く、 イン ドネシア国内の書 店で も入手す るこ と
はなか なか 困難 である。 とい うのは、多 くの場合 、 自費出版 も しくはロー カルな版 元か ら出版 されてい
るためであ る。 それで も、近年、家事 労働 者た ちの旺盛 な執筆活動 に 目をつ けたイ ン ドネ シアの出版社
が原稿募 集をおこなっている。
31)ただ し、土曜 日に開かれる高校単位取 得の授業 には数多 くの家事労働 者が参加す る とい うか ら、 そ もそ
も大学 の学位 を望 めるだけの学歴所持者 がイ ンドネシア家事 労働 者には少ない とい うことか もしれ ない。
32)2012年には、RihanuAlifaBMfHongkongSadarlnvestasi(「香港 のイ ン ドネシア移 民労働 者 よ、投資を
意識せ よ」)とい うタイ トルで、金投資 を推奨す る書籍が刊行 されてい る。
33)もちろん、香港 の移 民政策 を手放 しで評価す るわけでは ない。相対 的な先進性 であ り、た とえば、それ
は移民 の集会 や結社 の自由を容 認 しないシ ンガポール と比較 すれば、歴然 とするだろ う。
参 照 文 献
Antara
2007年3月5日 付 け 。
安 里 和 晃
2004「 東 ア ジ ア にお け る家 事 労働 の 国 際 商 品化 とイ ン ドネ シ ア人 労 働 者 の 位 置 づ け」 『異 文 化 コ ミュ ニ
ケ ー シ ョ ン研 究 』18:1-34。
BayuInsaniandIdaRaihan
2010TKWMenulis.Leutika:Yogyakarta..
Gills,Dong-Sook
2002"lntroduction:NeoliberaleconomicglobalizationandwomeninAsia",in,Dorlg-SookGills&
NocolaPiper(eds.)WomenandWorkinGlobalizingAsia.London:Routledge.
平 野 恵 子
2009「 イ ン ドネ シ ア の海 外 雇 用 政 策 「移 住 労 働 の 女 性 化 」 を 中 心 に」 国 際 移 動 とジ ェ ン ダ ー研 究
会 編 『ア ジ ア に お け る再 生 産 領 域 の グ ロー バ ル化 とジ ェ ン ダ ー再 配 置 』 一 橋 大 学 ・伊 藤.研 究 室
発 行 、2009年3月 、30-48頁。
Hugo
2005"Indonesianinternationaldomesticworkers:Contemporarydevelopmentsandissues",Asian
MZomenasTransnationalDomesticWorkers,ShirlenaHuang,BrendaS.A.Yeoh,NoorAbdul
Rahman(eds,)Ch.2pp.54-91.
ILO
2010「 プ レ ス リ リー ス」12月17日 付 け 。
伊 藤 眞
2009「 ボ ー ダー ・エ コノ ミー サ バ に お け る ブ ギス 移 民 の 生 活 戦 略 」 『人 文 学 報』408:31-47。
香港、ヴィクトリア公園にて一 インドネシア人女性家事労働者とその可能性 一 27
Ming-yanLai
2010"Dancingtodifferenttunes:Performanceandactivismamongmigrantdomesticworkersin
HongKong".Women'sStudiesInternationalForum,vo1.33-5:501-511.
RihanuAlifa
2012BルffHongkongSadarfnvestasi,BHSIpublishing:Hongkong.
Sirn,Amy
2010"LesbianismamongIndonesianWomenMigrantsinHongKong,"in,YauChing(ed.)Asnor〃zal
asPo∬iろle'〈legotiatingsexual勿andgenderin〃minlandChinaandH碗8FKong,HongKong:
HongKongUniversityPress.
Wieringa,SaskiaE. や
1993"TwoIndonesianWomen'sOrganizations:GerwaniandthePkk."Ber〃etinげCo〃cerned∠45加
Scholars.Volume:25,Issue:2.
TanChee-Beng
2011"lndonesianChineseinHongKong:Re-migration,Re-establishmentofLivelihoodandBelonging."
AsianEthnicity12(1):101-119.
Ming-YanLai
2007
2009
"FieldNote:InYourFace:IndonesianDomesticWorkers'ActivismattheWorldTrade
OrganizationMinisterialinHongKong",Women'sStudiesQuarterlyVol.35,No.3/4,Activisms
(Fall-Winter,2007),pp.123-127,Publishedby:TheFeministPressattheCityUniversityof
NewYork,
"Surrogatemotheringandconjugalinsecurity:Indonesiandomesticsre- nvisi ningthefamilyin
HongKong",Wo〃zen'sStudies,38:559-576.
TheHongKongGovernment
"2006PopulationBy-censusThematicReport:EthnicMinorities."
Tirtosudarmono,Riwanto
1999"TheIndonesianState'sResponsetoMigration",5(ηjournvol.14-1:212-228.
